
2020年11月24日(火)まで月1回、クロスワード、漢字、数独を行
いました。コロナで活動休止となった12月には「7つの質問」を
文書で回答してもらい、まとめを送付しました。2021年3月30日
(火)は井の頭公園散策、5月25日(火)には下連雀から牟礼への散策
で三木露風ゆかりの旧居宅やお墓をめぐりました。

コロナ禍ですが、少人数で感染対策を行いながら
再開しました。出かける目的を作って、花の色や
形・香りを楽しむひとときを皆で共有しています。
お茶とおしゃべりを楽しむ事は出来ませんが、花
から元気をもらい、癒しの時間を過ごしています。

麻雀の勘を落とさないために初心者の方たち
を対象としたZoom麻雀講座を2021年3月と6
月にそれぞれ4回シリーズで行いました。
「符」と「役」の話から始まり、簡単な点数
計算ができるところまでです。PCやタブレッ
ト端末からオンラインでZoomに接続する方た
ちの他にも、おむすびハウスに集まって視聴
する人もいました。講師の説明に対して活発
な質問が飛び交う熱い講座となりました。
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コロナ禍の制約のなかでもZoomを活用して活動を続けています

Zoom麻雀講座

フラワーデザインを楽しむ会

脳活にチャレンジ

コロナ禍でおむすびハウスでのイベントが大幅に減りました。このような中で皆様との交流を続けるため
にZoomによるオンラインイベント、おむすびカルチャー(おむカル)を2021年4月からスタートしました。

回数 開催日 テーマ 内容

第1回 2021年
3月16日

川柳を楽しもう ユーモア川柳を中心とした虫食い川柳を皆さんと楽し
みました。ぜひこれを機会にご自分でも川柳を詠まれ
る方が増えることを期待しています。

第2回 2021年
3月28日

身近な建築の話
題

今住んでいる家、地域の建築、あるいは実家の建物な
どが気になっている方のために、身近な話題を入れな
がら建築についてお話ししました。具体的には、災害
時の安全性や耐震性、建物を建てる際の法規制、三鷹
の代表的建築、色彩の選び方、などでした。

第3回 2021年
4月16日

明治日本のコレ
ラと民衆

明治前期のコレラの流行に際して、「文明の知恵」に
よって避病院・消毒などの防疫対策を展開した国家に
対して、伝統的生活世界に生きる民衆は「文明の知
恵」をもっておらず、神仏にすがるコレラ祭やコレラ
一揆で対抗したことをお話ししました。

第4回 2021年
5月13日

気軽にお花を楽
しもう～ボラン
ティア花壇の紹
介～

花と緑のまち三鷹創造協会の鴨下剛さんから、協会の
活動内容や10周年を迎えた花と緑の広場、花壇ボラン
ティアの方々がメンテナンスをしている市内のガーデ
ンを紹介していただきました。四季折々の花が咲き、
私たちの心を和ませてくれるのは、年間を通じた活動
のお陰であることを知ることができました。

第5回 2021年
6月17日

オンラインの旅
～沖縄・慶良間
の水中散歩～

’KERAMABLUE’と呼ばれる世界のダイバーの憧れの海
である慶良間諸島国立公園の水中散歩の様子を紹介し
ました。青い海に潜ったときの神秘的な魅力をお伝え
しました。

Zoom講習会でIT対応

おむすびカルチャー

コロナ禍のためにおむすびハウスで集まっての活動が困
難なため、Zoomによるオンライン活動を開始していま
す。高齢者の方にもZoomの使い方を習熟してもらうた
めに、実際に手取り足取りで操作方法を学んでもらって
います。これまで少人数ずつ8回（延べ45名）実施して
きました。

リフレッシュ体操

椅子に座ったまま脳トレ、全身のスト
レッチ、有酸素運動、筋トレなどをボー
ルやタオルも使い行っています。年齢や
体調も皆さんそれぞれですので、ご自分
に合った強度で決して頑張りすぎず、で
も1人でやるよりちょっと頑張っていま
す。楽しくためになる先生のご指導で
あっという間に時間が過ぎ、帰路はウソ
のように身体が軽くなっています。

新型コロナの脅威が弱まった
2020年11月18日には、おむす
びハウスでのおむカルも行い
ました。「人生100年の生き
方」を武田英次氏にお話して
頂きました。80～90代の参加
者も多く関心の深さがあり、
真剣な質問もでました。

第1回川柳おむカルの様子

第5回幻想的な水中散歩

おむすびハウスでの少人数で活動を行う
ほかZoomを使用したオンラインでの活動
も活発に行いました。

第4回美しい花で一杯の花壇

三木露風旧居宅前
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毎週金曜日午後に行っています。


